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概要 原始星ジェットや AGNジェットなど は 磁気 的

加速に よ っ て 、 降着円 盤か ら 噴出して い る と 考え ら

れ て い る 。 こ れ ら の ジェットは ノ ットと 呼ば れ る 構

造を 持っ て い る が 、 そ の 形成機 構は わ か っ て い ない 。

本研究 で は 降着円 盤か ら の ジェットの 発生、 そ の 後

の 構造形成ま で の 2.5次元MHDシミ ュ レ ー ショ ン

を 行なっ た 。

研究 成果 初期 の 磁場は 双極子磁場を 仮定し、 中心

星と ケプ ラ ー 回転す る 降着円 盤は 磁力線に よ っ て む

す ば れ て い る 。

図 1(a)、 (b) は 温度、 Bφ/Bp の 分布で あ る 。 ジェッ

トの 内側に は 低温な部分が あ り 、 こ れ は 初期 に 降着

円 盤に あ っ た ガスが 磁気 的加速に よ っ て 噴出して い

る こ と を 示して い る 。 ま た 、 こ の 領域 は 周囲 よ り 密

度が 約 1桁大き い 。 高温の 領域 は 磁気 リ コネクショ

ン の ア ウ トフ ロ ー で あ り 、 密度は 小さ い 。 ジェット

の 磁場構造は 、 ね じ れ の 弱い 回転軸付近の 磁場を 強

く ね じ ら れ た 磁場が 取り 巻 く か た ち に なっ て い る 。

ジェットと コロ ナの 境界で は 、 ノ ット状の 構造が 形

成さ れ て い る 。 ジェットの 内側と 外側で 、 ケル ビ ン

=ヘ ル ム ホ ル ツ不安 定性の 条件は 満た さ れ て い ない 。

ジェットの 根元で の 質量流束の 時間 変動に よ っ て も

説明さ れ る 可能性は あ る が 、 こ の 構造の 形成メ カニ

ズム は ま だ 明ら か で は ない 。 ジェットの 構造形成、 安

定性に つ い て は さ ら に 研究 が 必要で あ る 。

図 2(a) は Poynting flux、 kinetic energy flux、 en-

thalpy flux の 時間 変動で あ る 。 時間 発展初期 を 除い

て Poynting flux が 支配的で あ る 。 初期 は 、 激しい 磁

気 リ コネクショ ン に よ っ て 加熱さ れ た 初期 の コロ ナ

に よ る 影 響が あ ら わ れ て い る 。 図 2(b)-(f) は エネル

ギー 流束、 質量流束の 時間 変動の power spectral den-

sity を 表して い る 。 エネル ギー 流束に は 、 特徴的な

周期 は 見あ た ら ない 。 質量流束に は 、 降着円 盤の 内

縁 の 回転周期 あ た り に わ ず か に ピ ー クが あ ら わ れ て

い る 。 こ れ は 、 質量降着が 降着円 盤内の 磁気 回転不

安 定性に よ っ て 間 欠的に 起 き て い る こ と に 関 係して

い る 。

今後、 ノ ット状の 構造の 形成に つ い て の 解析を さ

ら に 詳しく 行なう 。
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図 1: (a)、 (b) は そ れ ぞ れ 温度、 Bφ/Bp、 白線は 磁力

線、 矢印 は 速度を 表して い る 。
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図 2: Poynting flux、 kinetic energy flux、 enthalpy flux

の 時間 変動 (a)。 エネル ギー 流束、 質量流束の 時間 変

動の power spectral density (b)-(f)。


